
「感謝できる心」「思いやれる心」を大切に

一人ひとりが自分らしく！豊かに！自由に！

〇一人ひとりのチェレンジする力を育みます。

〇「できること」を日々の生活の中で増やしていきます。

〇私は僕は「できる！大丈夫！」を少しずつ積み重ね、自信と笑顔を増やします。

〇聞く・待つ・話すを大切にしながら人とのかかわりを深めていきます。

学校のある時

土曜・⾧期休暇

・健康な心と身体を育て自ら健康で安全な生活を作り出す事を支援する。
・発達の過程、特性に配慮しながら、健康状態の常なるチェックと必要な対応を行う。

・具体的な事物や体験と言葉の意味を結び付ける等により、体系的な言語の習得、自発的な発生を促す。
・相手の気持ちを理解し、言葉で自分の気持ちを伝える事ができるよう支援を行う。

・遊びを通じて社会性や対人関係の芽生えを支援する。（つもり遊び、ごっこ遊び等）

・定期的な面談（6か月に1回以上）でお子様の成⾧や課題について保護者と話し合い、サポートしていく。
・LINEを活用し、利用時の連絡を行い、保護者からの連絡や相談などいつでも対応できるようにする。
・毎回のLINEによる連絡はその日のキラッ！と輝く姿も伝え、保護者と喜びを共有し次への希望に繋げる。
・自己理解と自己決定、自分の強みや希望を理解し、自分で決める力を育てる支援を行う。
・サポートネットワークの構築、支援機関との連携を通じ、継続的なサポートを受けられる環境を整える。

・相談支援事業所、学校との連携を深め、包括的な支援体制を整える。
・定期的に研修を行い、ケーススタディを通じて知識とスキルを身につけていく。
・職場環境の改善、働きやすい環境の整備やワークライフバランスの推進に努めていく。

・季節行事（夏祭り、クリスマス会）の実施
・土曜日のお出かけプログラムの実施（公共交通機関の利用）

12:30～18:30

10:00～16:00

パネの森（ますが）支援プログラム 作成日 2025年３月25日

・個々に配慮された場面における人との相互作用を通して、共同注意の獲得等を含めたコミュニケーション能

力の向上のための支援を行う。（3項目とも生活、自由遊び、プログラム等あらゆる場面を通して支援する）
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・集団に参加するための手順やルールを理解し、遊びや集団活動に参加できるよう支援する。（集団プログラ

ム）

家族支援

・図書館、体育館、プール、科学館、昆虫館など地域の施設を活用したり、鉄道博物館、防災センターなどの

他府県の施設も利用していく。

・親睦会、研修会を開催し、保護者間や支援者との親睦を深めながら共に学び、情報交換の場となる機会を作

る。主な行事等

職員の質の向上

・認知の特性を踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるよう支援し、認知の偏りなどの個々の特性

に配慮する。

・人との関係を意識し、身近な人と親密な関係を築き、その信頼関係を基盤として、周囲の人と安定した関係

を形成するための支援を行う。

送迎 有り

健康

生活

運動

感覚

認知行動

事業所理念

支援方針

営業時間

・身のまわりを清潔にし、食事、衣類の脱着、排泄などの生活に必要な基本的技能を獲得できるよう支援す

る。

・姿勢と運動、動作の基本的技能の向上、日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢、下肢の運動、

動作の改善及び習得、筋力の維持、強化を図る（集団プログラム、戸外遊びを通して）
・保有する視覚、聴覚、触覚を十分に活用できるよう、遊びなどを通じて支援する（生活、プログラム、自由

遊びを通して）
・視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分活用して、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援を行う。
・環境から情報を取得し、そこから必要なメッセージを選択し行動につなげるという一連の認知過程の発達を

支援する。（タイムスケジュールの可視化、絵カードなどの活用）


